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気体を手軽に識別可能な技術の開発は近年社会的要請の高まる重要な課題であり、産業応用の

みならず一般消費者レベルの利用まで幅広い用途が見込まれる。そのため、高価で大型の特殊な

分析装置を用いることなく気体を識別する新規手法には大きな期待がよせられる。 

本講演では、柔軟かつ伸縮性のあるポリジメチルシロキサン（PDMS）を平板状に成形し、ガ

ラス基板に接着しただけの簡易なデバイスによる気体識別手法について報告する。[1] この PDMS

片のガラスとの接着面の中央付近はアルゴンプラズマで処理されており、これにより処理部最表

面の架橋が促進し、バルク PDMSと比較して数桁以上も大きなヤング率となる。このような上下

に硬さの大きく異なる二層構造に圧縮力が印加されると表面層が特異に変形し、周期的なひだ状

構造を形成する。これに伴い、周期長に依存する構造色が発現する。本研究では、気体の流入に

よって PDMSの圧縮が誘起され、構造色が発現するデバイスを作製した（Figure 1）。この構造色

と気体の粘度および密度に相関があることを見出しており、色という視認可能な変化に基づく気

体の識別に成功した。 

 

Figure 1.  Mechanism behind the multi-color imaging of a gas injected into the device. Top (top row) and 

cross-sectional (middle and bottom rows) views of the device and a gas flowing through it. 
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